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2 状況写真は別途整理する。
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また.各々の試験区における作業功程は,図 -4の とおりです。

図-3 クズ枯損状況表 調査 実施日 12月 19日
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図-4 散布及び刈払功程表
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記載要領  1.調 査結果及び考察 を記入す る。
2 状況写真は別途整理する。
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